






一般に,新生児期において,現在存在する異常あるいは今後発生するであろう異常を知りあ

るいは予知するためには,非常に大きい異常が存在する場合を除いては,血液中の諸物質の

濃度を測定することが必要である。最近,先天性代謝異常の早期発見のためにガスリー法が

広く行われるようになった。しかしながら,新生児の採血は,特に比較的多量を必要とする

時には,困難なことが多い。そこで,臍帯血を利用して,この早期発見が可能であれば便利で

ある。一般に,比較的大きい分子量の物質は,胎盤を通過しないことが知られている。従っ

て臍帯血中の大分子の物質は,胎児に由来すると考えてよい。下垂体前葉の peptide 

hormones は,このような物質であり,これらのホルモンの異常は,児そのものの異常である。

現在,これらのホルモンの中で TSH の高値が,クレチン症を予知するものであることが知ら

れ,実際にガスリ一法と同時にその測定が実行されている。 

他の下垂体前葉ホルモンの異常を,新生児期に知ろうとする試みは,未だ行われていない。

特に臍帯血中のホルモン濃度と新生児あるいはその将来の異常と関連ずける研究は皆無で

あるようである。 

現在の研究は,このような関連ずけの基礎を作るべく,これらのホルモンの一つである

Prolactin をとり上げた。それは,胎児血中には高濃度に Prolactin が存在し,この

Prolactin には百余りの生物学的作用が知られており,その一つとして,胎児の肺成熟を促

進することが知られているからである。 


